
年
金
受
給
に
必
要
な
資
格
期
間
が

短
縮
さ
れ
ま
す

問
彦
根
年
金
事
務
所　

お
客
様
相
談
室　

（
☎
０
７
４
９

－

２
３

－

１
１
１
６
）

木
造
住
宅
無
料
た
い
し
ん
診
断
等
の

期
間
を
延
長
し
ま
す

問
開
発
建
築
指
導
課（
☎
６
５

－

６
５
４
３
）

限
度
額
適
用
認
定
証
を

　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

問
保
険
医
療
課（
☎
６
５

－

６
５
１
２
）

国
民
年
金
保
険
料
を

　
　
　

前
納
す
る
と
お
得
で
す

問
彦
根
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課　
　

（
☎
０
７
４
９

－

２
３

－

１
１
１
４
）

「
学
生
就
職
面
接
会 

湖
北
就
活
ナ
ビ
」

を
開
催
し
ま
す問商

工
振
興
課（
☎
６
５

－

８
７
６
６
）

　

８
月
１
日
か
ら
、
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
資

格
期
間
が
25
年
か
ら
10
年
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
人
も
年
金
を
受
給
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す（
受

給
で
き
る
年
金
額
は
、
納
付
し
た
期
間
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
）。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
資
格
期
間
が
10
年
以
上
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
た
対
象
者
本
人
宛
に
、
黄
色
い
封
筒
に
入
っ
た
年
金

請
求
書（
短
縮
用
）を
２
月
〜
７
月
上
旬
に
お
送
り
し
て
い
ま

す
。
お
手
元
に
届
い
て
い
た
ら
左
記
で
予
約
の
う
え
、
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
資
格
期
間
が
10
年
に
満
た
な
い
人
で
も
、
任
意
加
入

制
度
や
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
年
金
を
受
給
で
き
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ご
自
身
の
基
礎
年
金
番
号

を
ご
用
意
の
う
え
、
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

予
約
・
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
０
５
７
０

－

０
５

－

１
１
６
５
）

　

彦
根
年
金
事
務
所　

お
客
様
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
０
７
４
９

－

２
３

－

１
１
１
６
）

　

木
造
住
宅
た
い
し
ん
診
断
お
よ
び
木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助

事
業
の
申
込
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
広
報
な
が
は
ま
６
月
１
日
号
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

︻
延
長
期
間
︼
９
月
29
日（
金
）ま
で（
先
着
順
）

　

医
療
機
関
や
薬
局
で
の
お
支
払
い
が
高
額
に
な
り
そ
う
な
場

合
は
、
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
提

示
す
る
と
、
ひ
と
月
の
自
己
負
担
が
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

︻
対
象
者
︼

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
で

①
69
歳
以
下
の
人

② 

平
成
29
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
70
歳
〜
74
歳
の
人

︻
申
請
時
の
注
意
点
︼

① 

申
請
日
時
点
に
お
い
て
、
世
帯
に
国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納

が
な
い
こ
と
。

② 

世
帯
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
お
よ
び
世
帯
主
が
前
年
中

所
得
の
申
告
を
し
て
い
る
こ
と
。

※ 

未
申
告
で
所
得
が
不
明
な
場
合
は
、
上
位
所
得
者
の
限
度
額

と
み
な
さ
れ
ま
す
。

申
請
窓
口

　

保
険
医
療
課
〈
本
庁
舎
１
階
〉

　

北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
、
各
支
所

　

10
月
分
〜
翌
年
３
月
分
の
６
か
月
分
の
国
民
年
金
保
険
料
を

口
座
振
替
で
ま
と
め
て
納
付（
６
か
月
前
納
）す
る
と
、
保
険
料

が
９
７
，
８
２
０
円
と
な
り
、
毎
月
１
６
，
４
９
０
円
を
納
付
さ

れ
る
よ
り
も
１
，１
２
０
円
お
得
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

引
き
落
と
し
日
は
10
月
31
日（
火
）で
す
。
現
在
口
座
振
替
に

よ
る
毎
月
納
付
を
利
用
し
て
い
る
人
が
、
６
か
月
前
納
を
希
望

す
る
場
合
は
、
あ
ら
た
め
て
口
座
振
替
方
法
の
変
更
手
続
き
が

必
要
で
す
。

︻
申
込
み
︼

　

８
月
末
ま
で
に
、
預
金
通
帳
、
通
帳
届
出
印
、
年
金
手
帳
を

お
持
ち
の
う
え
、
口
座
振
替
を
希
望
す
る
金
融
機
関
ま
た
は
彦

根
年
金
事
務
所
ま
で
。

　

湖
北
地
域
の
将
来
を
担
う
若
い
世
代
の
地
元
企
業
へ
の
就
職

を
応
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
来
春
卒
業
予
定
の
学
生
と

卒
業
後
３
年
以
内
の
就
職
を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
、
就
職
面

接
会
を
開
催
し
ま
す
。

︻
と
　
き
︼
10
月
13
日（
金
）　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

︻
と
こ
ろ
︼
長
浜
バ
イ
オ
大
学
体
育
館

︻
対
　
象
︼  

平
成
30
年
３
月
に
大
学（
院
）、
短
期
大
学
、
高
等

専
門
学
校
、
専
門
学
校
等
を
卒
業
予
定
の
学
生
お

よ
び
卒
業
後
３
年
以
内
の
人

※
申
込
み
や
履
歴
書
は
不
要
で
す
。

※
参
加
事
業
所
は
50
社
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
な
ど
で
保
険
診
療
を
受
け
る
場
合

30
日
以
内
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す

問
保
険
医
療
課（
☎
６
５

－

６
５
２
７
）

　

交
通
事
故
な
ど
第
三
者（
加
害
者
）の
行
為

に
よ
っ
て
受
け
た
ケ
ガ
や
病
気
の
治
療
費

（
医
療
費
）は
、
本
来
加
害
者
が
負
担
す
べ
き

も
の
で
す
が
、
届
出
に
よ
り
保
険
診
療
や
福

祉
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

こ
の
場
合
、
保
険
者
が
一
時
的
に
医
療
費

を
立
て
替
え
、
後
日
加
害
者
に
請
求
し
ま
す

の
で
、
警
察
署
と
、
現
在
加
入
の
国
民
健
康

保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
、
福
祉
医
療
の
窓

口（
保
険
医
療
課
）ま
で
速
や
か
に
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

︻
届
出
に
必
要
な
も
の
︼

・
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届

・
事
故
発
生
状
況
報
告
書

・
念
書

・
被
保
険
者
証（
福
祉
医
療
費
受
給
券
）

・
印
鑑

・
交
通
事
故
の
場
合
は
事
故
証
明
書

　
（
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
発
行
）

︻
次
の
場
合
も
第
三
者
行
為
で
す
︼

・
自
転
車
の
事
故

・
暴
力
行
為
に
よ
る
ケ
ガ

・
他
人
の
飼
犬
に
か
ま
れ
た　

な
ど

︻
注
意
点
︼

・ 

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
た
り
、

示
談
で
済
ま
せ
た
り
す
る
と
、
保
険
診
療

に
よ
る
治
療
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

・ 

加
害
者
に
請
求
す
る
分
に
つ
い
て
、
当
事

者
双
方
で
請
求
し
な
い
旨
の
示
談
を
行
う

と
保
険
者
が
加
害
者
に
請
求
で
き
な
く
な

り
、
被
害
者
自
身
に
負
担
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※ 

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
保
険
診
療
な
ど
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
勤
務
中
や
通
勤
途
中
で
の
事
故

　
　
　
　
　
　
　
（
労
災
保
険
の
対
象
）

・
不
法
行
為
に
よ
る
事
故

　
　
　
　
　
　
　
（
飲
酒
運
転
な
ど
）

国民健康保険高額療養費の制度が変わります
問保険医療課（☎６５－６５１２）

　平成29年８月から、70歳以上の人の高額療養費の自己負担限度額が下記のように変更になります。

　なお、70歳以上の低所得の人、70歳未満の人の自己負担限度額に変更はありません。

　また、高額療養費の支給を受けるためには、申請が必要です。

　【持ち物】        　　　　　　　　　【申請窓口】
　・国民健康保険被保険者証　　　　保険医療課〈本庁舎１階〉

　・医療機関等の領収書　　　　　　北部振興局福祉生活課

　・世帯主の通帳等、認印　　　　　各支所

※過去12か月以内に同じ世帯で３回以上高額療養費の支給があった場合は、４回目から限度額が下がります。

平成29年７月まで 平成29年８月～平成30年７月

所得区分 外来
（個人ごと） 入院・世帯単位 外来

（個人ごと） 入院・世帯単位

現役並み
所得者 44,400円

80,100円＋

57,600円

80,100円＋
(総医療費－267,000円)

×1％
〈多数回該当：44,400円〉※

(総医療費－267,000円)
×1％

〈多数回該当：44,400円〉※

一般 12,000円 44,400円 14,000円
[年間上限14.4万円]

57,600円
〈多数回該当：44,400円〉※

低所得
Ⅱ

8,000円
24,600円

8,000円
24,600円

Ⅰ 15,000円 15,000円

広報ながはま　2017年８月広報ながはま　2017年８月 67


